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「食と農の科学館　つくばリサーチギャラリー」で

は、青少年向けの「アグリキッズ教室」、一般消費者

向けの「アグリサイエンスセミナー」など、さまざま

なイベントを開催しています。

2月10日（土）、11日（日）の2日間、アグリキッ

ズ教室「木枯らしの中の昆虫を探そう」を、農業環

境技術研究所が協力して開催しました。

今年は、虫たちが冬の間どのような場所にどのよ

うな姿でいるのか、冬越しをしているさまざまな卵、

幼虫、さなぎ（蛹）、まゆ（繭）、成虫を展示しました。

さらに、実際に昆虫がもぐっている朽ち木や落ち葉

を会場に運び、子どもたちに探してもらうコーナー

を設け、用意したジュニア向け昆虫図鑑で、見つけ

た昆虫を調べてもらいました。

また、珍しい昆虫の標本や、昆虫をモチーフとし

た世界各国のオブジェのコレクションの一部を展示

したほか、冬越し中の昆虫たちを紹介するスライド

ショー、小さなお子さんのためのぬり絵コーナーな

どを用意しました。

当日は、農業環境技術研究所の研究者が説明を担

当しました。朽ち木の中の虫を探すコーナーでは、

子どもだけでなく大人も夢中になり、用意した朽ち

木はわずかな時間でばらばらになってしまいまし

た。

2日間とも500人を越える来場者があり、朽ち木

コーナーのほか、土の中の小さな虫を顕微鏡で観察

したり、小枝についたさなぎやまゆ、卵のうにさわっ

てみたりできるコーナーに人気がありました。中に

は、1日目に持ち帰ったまゆからきれいに糸を繰り

出して2日目に見せにきてくれた小学生、自分のルー

ペと図鑑を持参した熱心な子どももいて、研究者に

とってはうれしい反響がありました。

アンケートへの回答には、「楽しかった」「野外に

出て、昆虫を探してみたい」という声が多くあり、

イベントの目的は十分に達せられたと感じました。
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小枝についたマユやミノムシを展示

珍しい昆虫標本はいつも人気の的 竹細工の昆虫オブジェ 朽ち木の中の虫のさがし方を実演

昆虫が産卵した朽ち木を展示
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